
「第２次宇都宮市食育推進計画」素案に対するパブリックコメントの結果について 

 

 

１ 実施状況 

⑴ 募集期間 

  平成２４年２月１５日（水）～平成２４年３月７日（水） 

 

⑵ 応募者数 

 ５名（意見：１１件） 

※ 内訳 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 計

男性 1 1 1 3

女性 2 2

計 3 1 1 5
 

 

⑶ 提出方法の内訳 

   
1 2 0

ファックス 計

52

電話持参Eメール

0

郵送

 
 

 ⑷ 内容別の内訳 

   

№

⑴ 2 件

⑵ 2 件

⑶ 4 件

⑷ 3 件

11 件

件数

食文化への理解を通した食育の推進について

計

ライフステージに応じた食育の実践のための行動指針について

事業内容について

区分

食の安全・安心への理解を通した食育の推進について
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２ 意見の概要と意見に対する考え方 

⑴  食文化への理解を通した食育の推進について 

№

1

・　「郷土料理」の表現が何度か出てくる
が，地域色を出すため，「しもつかれ」
や「柚子味噌」など，具体的な表現にす
るのがよいと思う。

・　具体的な料理名「しもつかれ」「ゆず
を使った料理」などの例示をした方がイ
メージしやすく，地域の特性も踏まえる
ことができることから，いただきました
御意見を参考にさせていただき，記載に
反映いたします。

2

・　自分が住む地域では，地域コミュニ
ティセンターと単位子ども会が連携し，
毎年「餅つき大会」を実施している。古
来の日本食の伝承についても食育の観点
から取り組んでほしい。

・　御意見いただきました古来の日本食の
伝承や食文化の伝承は，食育の主要な
テーマであり，本計画では，基本施策に
（P51）「食文化への理解を通した食育の
推進」として位置付けており，この施策
に基づき，各種広報媒体やイベント等を
活用した郷土料理や伝統料理に関する情
報提供を実施するとともに，地域コミュ
ニティセンター等と連携しながら，郷土
料理教室や講習会を開催するなど，食文
化の理解促進を図ってまいります。

意見の概要 意見に対する考え方

 

⑵  食の安全・安心への理解を通した食育の推進について 

№

3

・　地産地消の推進について，放射能の影
響で食品の安全性が求められている中，
安全な作物を作り，安心して購入できる
よう生産者や消費者に対する対策を示し
てほしい。

4

・　消費者，生産者，流通・小売などの事
業者，行政機関などがリスクコミュニ
ケーションを行うとあるが，自産自消で
ある家庭菜園での収穫物についての管理
についても触れるべきであると思う。

意見の概要 意見に対する考え方

・

・

・

　本計画では，放射性物質に関する取組
につきましては，（P54）「[№６１]リス
クコミュニケーションの推進」に記載し
ましたとおり，県や本市が実施する放射
性物質の検査結果を積極的に開示するこ
とで，食品の安全性に対する理解促進に
取り組んでまいります。
　また，農産物の安全確保のための取組
としましては，生産者に対し放射性物質
による汚染を低く抑える対策等の情報を
提供するとともに，生産された農産物に
対して，県によるモニタリング検査のほ
か，本市独自で地区ごとのスクリーニン
グ検査を実施し，基準値を超えたものに
ついては，出荷停止などの措置を講じて
おります。また，（P55）「[№６３監視
指導の実施]」に記載しましたとおり，市
場に流通した食品についても，抜き取り
検査を実施し，食の安全確保に努めてま
いります。
　家庭菜園での収穫物につきましては，
（P54）「[№６１]リスクコミュニケー
ションの推進」に記載しましたとおり，
食品の安全性やリスクに関する情報交換
等を通して，その安全性に対する理解促
進を図ります。
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⑶ ライフステージに応じた食育の実践のための行動指針について 

№

5

・　ライフステージ別に考えた場合，親か
らの自立や就職，結婚，子育てに関わる
「青年期」や「壮年期」の食育の実践が
課題であると思う。仕事や家事でゆとり
がない世代に対して，地域や企業等と連
携を図りながら，休日でも参加したくな
るような魅力的な講座を開催したり，周
知をしていくべきだと思う。

・

・

　子育てに関わる「青年期」や「壮年
期」を対象とした取組につきましては，
基本施策に（P31）「家庭における食育の
推進」，（P36）「保育園，幼稚園，学校
における食育の推進」として位置づけて
おり，保護者への意識啓発等を通した子
育て世代の食育支援に取り組んでまいり
ます。また，この世代は働く世代でもあ
ることから，（P43）「[№３７]職域にお
ける健康づくり支援の実施」に記載して
おりますとおり，企業等との連携強化を
図りながら，食生活や健康に関する情報
提供を実施し，働く世代の健康づくり支
援に取り組んでまいります。
　講座内容につきましては，いただいた
御意見を参考にさせていただき，それぞ
れの世代やライフスタイルに合ったニー
ズの把握に努めながら，要望にあった講
座内容となるよう必要に応じて見直しを
図ってまいります。

6 ・

米食，和食，郷土食の奨励に，感性が芽
生える乳幼児期から取り組むのもよいと
思う。
　また，添加物による彩りやうま味よ
り，本来の色や味に親しみ，それを見分
け，求める力などは，物事の受け止めが
より純粋なこの時期から身に付けること
が大切であると思う。

いろな食べ物や味を体験することで，食
への好奇心を育むとともに，うす味で何
でも食べられる味覚を育て（ます）」る
ことが必要であると考えます。その過程
において，素材そのものや味に関心を持
つことが大切であると考えることから，
記載に反映いたします。

7

・　壮年期の行動指針について，炭水化物
の摂取が肥満につながるというデータも
あることから，「炭水化物を減らし，主
菜や副菜中心の料理を食べることを心が
け，メタボリックシンドロームや生活習
慣病を予防する。」という視点を入れた
方がよいと思う。

・　本計画では，厚生労働省が定める「日
本人の食事摂取基準」に基づき，炭水化
物や脂質などの望ましい摂取量を推奨し
ていくため，望ましい食事の組合せやお
およその量を示した食事バランスガイド
等を活用した食生活の実践を推進してい
きます。炭水化物を減らした食事方法や
メタボリックシンドロームを予防するた
めの食生活につきましては，（P43）「生
活習慣病予防の推進」事業として「[№３
７]ヘルシーメニューの開発・普及」等に
取り組んでいく中で検討してまいりま
す。なお，今後も関連する研究等の情報
収集に努めてまいります。

8

・　高齢期の行動指針について，食事制限
することが長寿遺伝子の活性化につなが
るというデータもあることから，「腹七
分目として長寿遺伝子に働かせて老化を
予防する。」という視点を入れた方がよ
いと思う。

・　本計画では，（P62）行動指針に記載し
ましたとおり，高齢期の食生活につきま
しては，低栄養の予防が重要であり，栄
養の過剰摂取の予防も含めて，適量の食
事を摂取することを推奨していきます。
食事制限が長寿遺伝子を活性化させ，寿
命を延長するという説につきましては，
現時点では，研究が進められている段階
にあるものと受け止めており，今後も関
連する研究等の情報収集に努めてまいり

・　乳幼児期の行動指針について，欠食の
防止，生活リズム，うす味の味覚を育て
るなど，地道に本質を押さえている点は
支持できる。さらに求めるものとして，

・　乳幼児期は，味覚を育てる大切な時期
であり，御意見いただきました「米食，
和食，郷土食」も含めまして，（P57）行
動指針に記載しましたとおり，「●いろ

ます。

意見の概要 意見に対する考え方
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⑷ 事業内容について 

№

9

・　事業の周知について，宇都宮市は車の
利用する機会が多いので，車で出かける
場所（郊外のショッピングモールなど）
での掲示や呼びかけが効果的であると思
う。

10

・　出前講座や食育教室については，子育
ての中で利用させていただいているが，
こういった事業を知る機会が少ないよう
に感じる。せっかくの機会なので，チラ
シの配付場所などを工夫して，アピール
した方がよいと思う。

11

・　イベントを開催する際，離れた場所で
の同時開催は考え直してほしい。天候が
悪いと足が遠のく。

・　イベントの開催につきましては，中心
市街地の活性化などの視点から，複数会
場での同時開催をさせていただいている
場合があります。いただきました御意見
を参考にさせていただき，イベントの実
施形態や規模につきましては，随時，検
討してまいります。

・

意見の概要

　イベントや講座等の事業につきまして
は，各種広報媒体による周知や，市の出
先機関や関係機関を通した周知を図って
おりますが，いただきました御意見を参
考にさせていただき，対象者に合った周
知方法の工夫に努めてまいります。

意見に対する考え方
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